
第53号
2019. 8

補正予算概要
広域連合・一部事務組合議会報告
常任委員会報告
一般質問
定例会審議結果

政務活動費報告
議会報告会
Topics（第二次坂井市総合計画）
9月定例会のおしらせ

14

15

16

16

主な内容

ホームページから過去の議会だよりもご覧いただけます。

http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/

2

2

3～5

6～13

13

表紙のデザイン・写真は三国高校 美術部・写真部のみなさん、

題字は書道部２年 水間  桃香さんによるものです。

第二次坂井市総合計画の議論がスタート！
Topics

みず ま もも か

6月定例会

〒
919-0592  福

井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1号
1番
地

TEL 0776 -50 -3001（
直
通
）
 FAX 0776 -66 -2928 

URL http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/  E-m
ail gikai@

city.fukui-sakai.lg.jp
坂
井

発
行

編
集

坂
井
市
議
会

広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り
第
5
3
号

2019.  8



令和元年度　一般会計６月補正予算概要

補正額  △6億180万円（補正後の額  435億9,169万円）

◆除雪対策事業 1,540万円
　雪対策を円滑かつ効果的に図るため、老朽化し
た消雪井戸の更新などに要する経費の増額。

　
◆道路改良事業 1億1,000万円
　市道の拡幅・舗装・道路側溝などの工事に要す
る経費の増額。

　
◆森林環境譲与税基金【新規】 800万円
　森林の整備および促進に要する経費の財源に充
てるため、森林環境譲与税の基金積立金の計上。

　
◆地域商業活性化事業【新規】 600万円
　市内共通ポイントカード導入に向けた商店街な
どの環境整備支援に要する経費の計上。

広域連合・一部事務組合議会報告
福井県後期高齢者医療広域連合
　県内すべての市町で構成。
　被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付などに関
する事務を行う。

■平成31年３月：第１回定例会
●平成31年度後期高齢者医療特別会計予算　可決
●後期高齢者医療に関する条例の一部改正について　可決

　他４件を可決、同意

嶺北消防組合
　坂井市とあわら市で構成。

■平成31年３月：第１回定例会
●平成31年度一般会計予算　可決
●火災予防条例の一部を改正する条例について　可決

　他２件を可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおかの運営、電
子計算組織（福井市を除く）の共同利用を行う。

■平成31年３月：第174回定例会
●平成31年度一般会計予算　可決
●平成30年度一般会計補正予算　可決
●一般廃棄物処理施設の設置及び管理に関する条例
の一部改正について　可決

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。

■平成31年３月：第１回定例会
●平成31年度モーターボート競走事業会計予算　可決
●平成30年度モーターボート競走事業会計補正予算　可決
●特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の特例
に関する条例の一部を改正する条例について　可決

五領川公共下水道事務組合
　坂井市と永平寺町で構成。
　九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下水道の
設置、修繕、その他の管理に関する事務を行う。

■平成31年３月：第105回定例会
●平成31年度五領川下水道事業会計予算　可決
●平成30年度五領川下水道事業会計補正予算　可決

他２件を可決 

主 な事業
◆丸岡地区活性化事業 △4億5,300万円
◆坂井地域交流センター管理運営事業
 △ 4億400万円
　国の地方創生拠点整備交付金の採択を受け、平成
30年度３月補正予算に前倒しで計上したため、当初
予算を減額。

　
◆地域交通対策事業 1,500万円
　北陸新幹線敦賀開業に伴う並行在来線準備会社
設立のための出資（第１次）による増額。　

　
◆ゆりの里公園管理運営事業 1,800万円
　公園の閑散期におけるイベント開催などに要す
る経費の増額。
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施
設
数
は
学
童
保
育
の
需
要
者
に
対

し
て
十
分
足
り
て
い
る
の
か
。

　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
施
設
数
は
需

要
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
利

用
者
が
増
加
す
る
長
期
休
暇
中
に
関
し

て
は
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
施
設
も
一
部
あ
る
。

　
今
後
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
活

動
場
所
の
充
実
を
図
り
、
児
童
の
健
全

な
育
成
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
今
後
、
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
・

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
増
え
て
い
く

こ
と
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
見
解

を
も
っ
て
い
る
の
か
。

　
２
０
２
５
年
に
は
、
国
民
の
５
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
が
、
市
に
お
い
て
は
、
２

０
２
５
年
を
目
途
に
、
地
域
共
生
社
会

に
向
け
た
包
括
的
な
地
域
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
保
育
園
児
や
、
引
率
の
保
育
士
が
園

外
活
動
中
に
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る

と
い
っ
た
こ
と
が
相
次
い
で
い
る
が
、

園
外
活
動
に
あ
た
っ
て
の
危
険
な
場
所

が
な
い
の
か
、
確
認
は
で
き
て
い
る
の

か
。

　
市
内
の
幼
保
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も

園
の
散
歩
コ
ー
ス
の
状
況
調
査
を
実
施

し
、
散
歩
コ
ー
ス
に
お
け
る
危
険
度
の

確
認
を
行
っ
た
。

　
市
は
園
外
活
動
の
際
に
、
園
児
や
保

育
士
を
事
故
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
地

域
と
の
連
携
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

　
安
全
確
保
に
係
る
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
園
ご
と
の
保
護
者
会
に
お

い
て
園
外
活
動
の
情
報
を
共
有
し
、
地

域
と
連
携
し
見
守
る
こ
と
の
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

渡辺　竜彦

辻　　人志

一
般
質
問

　
市
が
管
理
し
て
い
る
橋
梁
に
つ
い

て
、
緊
急
に
修
繕
を
要
す
る
橋
梁
の
有

無
お
よ
び
建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
橋
梁
の
本
数
は
。

　
定
期
検
査
の
結
果
に
お
い
て
、
市
が

管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
橋
梁
に
つ
い

て
異
常
は
な
く
、
緊
急
に
修
繕
が
必
要

な
も
の
は
な
い
。

　
市
が
管
理
し
て
い
る
６
１
５
橋
の
う

ち
、
建
設
後
50
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
の
は
２
８
３
橋
あ
る
。

　
定
期
点
検
お
よ
び
補
修
工
事
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
定
期
点
検
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
ま
で
に
す
べ
て
の
橋
梁
に
つ
い
て
完

了
し
て
い
る
。

　
補
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
五
本
跨
線
橋
、
福
島
橋
、
宮
領
橋
の

３
橋
が
完
了
し
て
い
る
。

　
今
後
も
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
に
計
画
的
な
修
繕
を
予
定
し
て
お

り
、
予
防
的
な
修
繕
を
行
う
こ
と
で
、

道
路
交
通
の
安
全
性
を
確
保
し
た
い
。

　
市
立
三
国
病
院
の
現
状
と
課
題
は
。

　
平
成
23
年
度
以
降
、
病
床
利
用
率
が

70
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
三
国
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
年

度
で
あ
る
令
和
２
年
度
ま
で
に
70
％
以

上
を
達
成
し
な
け
れ
ば
、
総
務
省
が
平

成
27
年
３
月
に
定
め
た
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
経
営
形
態
を

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
意
思
統
一
を
図
り
、
近

隣
の
医
療
機
関
や
大
病
院
、
介
護
施
設

と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
高
齢
者
ら
慢
性
期
療
養
型
病
院
が

対
象
と
な
る
患
者
も
柔
軟
に
受
け
入
れ

て
い
く
体
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

▲ 補修工事が完了した五本跨線橋（市道坂井中央線）

▲ 学童保育の様子

予
防
保
全
型
の
橋
梁
管
理
を

坂
井
市
の
学
童
保
育
の
現
状
は

坂
井
市
の
高
齢
者
世
帯
の
現
状
は

地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

病
院
経
営
を

園
児
の
園
外
活
動
（
散
歩
）
で
の

事
故
防
止
対
策
は

き
ょ
う
り
ょ
う

し
ん
ち
ょ
く

こ  

せ
ん
き
ょ
う

ご  

ほ
ん

■問■答■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答■問■答

6一般質問一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



　
三
国
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
地

方
独
立
行
政
法
人
か
指
定
管
理
制
度
を

選
択
肢
と
し
て
い
る
が
、
最
善
の
運
営

形
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
病
院
経
営
に
お
い
て
は
、
入
院
患
者

の
獲
得
と
病
床
利
用
率
の
向
上
が
一
番

大
事
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
ま
で
に
病
床
利
用
率
を

７
割
以
上
に
し
な
け
れ
ば
、
経
営
形
態

の
変
更
が
必
要
と
な
る
。

　
７
割
以
上
に
病
床
利
用
率
を
高
め
、

医
業
収
益
の
黒
字
に
努
め
、
黒
字
化
を

５
年
継
続
す
れ
ば
公
営
企
業
法
全
部
適

用
も
可
能
と
な
る
。

　
公
立
病
院
の
将
来
的
最
善
の
運
営
形

態
は
、
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
医
師
不
足
を
カ
バ
ー
し
、
診
察
の
充

実
や
待
ち
時
間
短
縮
を
目
的
に
、
医
師

事
務
作
業
補
助
者
の
増
員
の
考
え
は
あ

る
か
。

　
現
在
、
医
師
事
務
作
業
補
助
者
は
１

名
で
あ
る
が
、
電
子
カ
ル
テ
更
新
作
業

後
の
状
況
を
見
て
、
増
員
す
る
か
検
討

し
た
い
。

　
今
春
３
０
０
人
の
県
内
生
ま
れ
の
看

護
師
が
誕
生
し
、
２
２
７
人
が
県
内
に

就
職
し
て
い
る
。

　
新
卒
者
の
採
用
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
は
重
要
だ
と
思
う
が
、
実
績

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
導
入
し
、
８
月
に
２
名
受

け
入
れ
予
定
で
あ
る
。

　
受
け
入
れ
を
進
め
新
卒
採
用
に
全
力

で
取
り
組
む
。

三
国
病
院
新
事
務
長
に
、

病
院
改
革
を
問
う

川端　精治

伊藤　聖一▲ 坂井市立三国病院

　
市
の
英
語
教
育
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
か
ら
配
置
さ
れ
た
英
語
教
科
指
導

員
の
目
的
と
具
体
的
な
活
動
内
容
は
。

　
英
語
教
科
指
導
員
は
市
独
自
な
も
の

で
あ
り
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
英
語
授

業
へ
の
指
導
、
教
員
へ
の
研
修
、
教
員

の
個
別
相
談
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
既
に
、
各
小
学
校
か
ら
は
指
導

案
の
作
成
や
授
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
、
指
導
希
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
小
学
校
で
の
英
語
が
教
科
と
な
っ
た

こ
と
で
、
今
後
、
小
中
連
携
が
重
要
に

な
る
と
考
え
る
が
。

　
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
指
導
す
る
の

は
中
学
校
で
あ
り
、
小
学
校
で
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
け
る
よ
う
に
指
導
す

る
。

　
小
学
校
と
中
学
校
の
英
語

教
育
の
違
い
を
お
互
い
の
教

員
が
理
解
し
、
連
携
を
し
て

指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　
坂
井
市
学
校
業
務
改
善
方

針
の
部
活
動
適
性
化
計
画
に

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
ま

で
に
中
学
校
の
部
活
動
数
を
教
員
数
の

お
お
む
ね
２
分
の
１
に
な
る
よ
う
見
直

し
を
行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
内
の

現
状
と
対
策
は
。

　
令
和
元
年
度
の
教
員
数
で
見
る
と
、

三
国
中
学
校
に
お
い
て
５
つ
の
部
活
、

他
の
４
中
学
校
で
は
３
つ
の
部
活
を
減

ら
す
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
違
う
た
め
、

各
中
学
校
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

地
域
の
人
や
保
護
者
の
意
見
も
聴
き
な

が
ら
県
教
育
委
員
会
、
市
教
育
委
員
会
、

学
校
が
連
携
し
、
協
議
・
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

坂
井
市
な
ら
で
は
の
教
育
施
策
を

▲ 福井県教育委員会が配布した
　 教員の働き方改革の取り組みリーフレット

■問■答■問■答■問

■答

■問■答■問■答■問

■答
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18
歳
ま
で
の
拡
充
を
県
に
対
し
て
要

望
は
続
け
て
い
る
の
か
。

　
市
長
会
を
通
し
て
、
医
療
費
の
半
額

補
助
と
な
る
対
象
年
齢
に
つ
い
て
、
現

行
の
小
学
３
年
生
ま
で
を
中
学
３
年
生

ま
で
に
引
き
上
げ
る
よ
う
に
県
へ
要
望

を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
、
北
信
越
市

長
会
を
通
し
て
、
国
の
制
度
と
し
て
一

元
化
し
た
上
で
、
全
て
の
子
ど
も
の
医

療
費
を
窓
口
で
負
担
の
な
い
現
物
給
付

方
式
と
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
ま
で
を

国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
措
置
を
講
じ

る
よ
う
に
要
望
を
し
て
い
る
。

　
市
に
「
相
談
な
ん
て
し
な
い
」
と
い

う
人
の
声
を
聞
く
。

　
ど
の
よ
う
に
総
合
相
談
窓
口
に
来
て

も
ら
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
心
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
相
談
窓
口

や
必
要
な
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
人
、

支
援
が
必
要
な
人
の
手
元
に
必
要
な
情

報
が
届
く
よ
う
、
一
層
の
相
談
窓
口
の

周
知
・
広
報
を
推
進
し
、
相
談
し
や
す

い
環
境
に
努
め
て
い
く
。

　
福
井
市
で
は
『
み
ん
な
の
保
健
室
』
と

い
う
居
場
所
を
民
間
が
行
っ
て
い
る
。

　
民
間
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行
政
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
居
場
所
を

作
る
の
は
ど
う
か
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

人
と
人
と
の
か
か
わ
り
、
団
体
、
社
会

を
構
成
す
る
組
織
と
か
を
巻
き
込
ん
で

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

　
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
絡
め
た
保
健
室
的
な
居
場
所
を
研

究
し
て
い
く
思
い
で
あ
る
。

　
市
内
の
駅
や
バ
ス
待
合
所
で
利
用
可

能
な
無
料
W
i-

F
i
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置

状
況
や
設
置
予
定
は
。

　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
駅
、
三
国
港
駅
、

西
長
田
駅
に
お
い
て
通
信
業
者
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
丸
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
も

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
三
国
駅
な
ど
通
信
業
者
設
置
の
無
料

W
i-

F
i
は
、
利
用
者
が
限
定
さ
れ

る
。

　
通
信
業
者
の
公
民
連
携
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
れ
ば
誰
も
が
利
用
可
能
と
な

り
、
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
る
が
。

　
ま
た
、
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
行
動

分
析
デ
ー
タ
を
観
光
戦
略
に
役
立
て
て

は
ど
う
か
。

　
網
羅
的
な
整
備
は
非
常
に
重
要
。

　
周
遊
滞
在
型
観
光
推
進
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
観
光
拠
点
、

公
共
交
通
機
関
、
文
化
施
設
な
ど
広
域

的
か
つ
戦
略
的
に
無
料
W
i-

F
i
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
総
務
省
も
多
様
な
民
間
連
携
サ
ー
ビ

ス
や
技
術
を
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
も
併
せ
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
各
支
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

設
置
の
無
料
W
i-

F
i
は
閉
館
時
に

利
用
で
き
な
い
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
24
時
間
稼
働
す
べ
き
で
は
。

　
各
施
設
で
避
難
所
を
開
設
す
る
際

は
、
市
の
職
員
が
待
機
し
、
W
i-

F
i

環
境
の
設
定
を
行
う
こ
と
で
災
害
時
の

利
用
が
可
能
に
な
る
。

　
今
後
は
災
害
を
想
定
し
た
24
時
間
稼

働
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

後藤　寿和

山田　秀樹▲ 無料Wi-Fiスポットが設置されているえちぜん鉄道 三国駅

▲ みんなの保健室（福井市）

W
i-

F
i
環
境
の
整
備
・

エ
リ
ア
拡
大
を 

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

18
歳
ま
で
の
拡
充
を

心
の
ケ
ア
・
予
防
の
た
め
に
、

市
内
に
居
場
所
作
り
を
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また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



　
中
小
河
川
に
、
魚
や
ホ
タ
ル
が
生
息

し
て
い
る
、
ま
た
は
戻
っ
て
き
て
い
る

河
川
は
あ
る
か
。

　
平
成
30
年
11
月
に
坂
井
、
丸
岡
地
区

で
調
査
し
た
報
告
で
は
、
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
、

ド
ジ
ョ
ウ
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
な
ど
、
絶

滅
危
惧
種
や
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
指
定
を

受
け
た
魚
類
を
含
む
６
科
14
種
の
ほ
か

に
も
、
両
生
類
や
タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
市
街
地
浸
水
対
策
と
し
て
、
逆
流
防

止
施
設
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
強
い
降
雨
の
継
続
時
に
お
い
て
、
内

水
氾
濫
を
防
止
す
る
上
で
、
浸
水
対
策

の
軽
減
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議
し

て
い
く
。

　
水
害
対
策
と
し
て
中
小
河
川
の
監
視

の
た
め
、
水
位
を
網
羅
的
に
把
握
で
き

る
水
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
な

い
か
。

　
本
市
の
河
川
監
視
に
つ
い
て
は
、
竹

田
川
・
兵
庫
川
・
田
島
川
・
五
味
川
の

４
河
川
で
福
井
県
河
川
・
砂
防
総
合
情

報
を
活
用
し
て
水
位
状
況
を
確
認
し
て

お
り
、
そ
れ
以
外
は
、
職
員
が
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
併
せ
て
災
害

対
策
本
部
室
に
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
に

河
川
砂
防
関
連
情
報
が
収
集
で
き
る
機

能
を
備
え
た
い
。

　
今
回
の
調
査
研
究
報
告
を
市
民
に
早

く
説
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
11
月
16
日
に
、
た
か
む
く
古
城
ホ
ー

ル
で
丸
岡
城
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
も
市

民
に
今
後
の
国
宝
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
を
設
け

る
。

川畑　孝治

南川　直人
▲ 市民から見た「次世代の河川管理」
　 国土交通省「次世代の河川管理について」より引用

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
自
然
環
境
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
も
言
わ
れ
る
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
の
誕
生
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
４
羽
が
確
認
さ
れ
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
。

　
地
元
区
民
や
関
係
機
関
の
支
援
を
受

け
、
見
守
り
た
い
。

　
ひ
な
が
無
事
巣
立
つ
と
、
親
鳥
は
翌

年
も
同
じ
所
ま
た
は
、
近
く
に
巣
を
作

る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。

　
ひ
な
が
無
事
巣
立
つ
こ
と
が
で
き
た

ら
、
周
辺
環
境
を
考
慮
し
て
人
工
巣
塔

を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

　
巣
塔
の
建
設
は
、
地
域
の
理
解
や
設

置
場
所
の
選
定
、
周
辺
環
境
の
整
備
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
が
行
わ
れ
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
子
ど
も
の
医
療
費
が

14
％
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
、

現
状
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
か
っ
た
。

　
市
の
見
解
は
。

　
１
・
７
％
程
度
の
伸
び
で
あ
り
影
響

は
少
な
か
っ
た
。

　
一
部
補
助
の
任
意
予
防
接
種
を
全
額

補
助
で
き
な
い
か
。

　
任
意
予
防
接
種
の
料
金
は
、
各
種
医

療
機
関
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
同
一
と

し
て
全
額
補
助
と
す
る
こ
と
は
困
難
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
全

額
補
助
ま
た
は
、
一
部
補
助
で
き
な
い

か
。

　
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
向
け

た
審
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
を
造
っ
て
は

市
内
、
川
の
流
れ
の
現
状
は

▲ 市内のコウノトリ親子の様子

平
成
30
年
度
学
術
調
査
を
終
え
た

丸
岡
城
の
Ｐ
Ｒ
は

※ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
を
し
て
は

※ロタウイルス…乳幼児を中心に短時間における激しい下痢が主な症状で、脱水症状を起こしやすい病気。
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明
智
光
秀
は
、
信
長
に
仕
え
る
前
、

丸
岡
町
長
崎
に
あ
る
「
称
念
寺
」
門
前

に
10
年
間
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
観
光
産

業
課
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
市
と
し

て
の
情
報
発
信
、
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
観
光
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

　
称
念
寺
の
文
化
や
歴
史
、
明
智
光
秀

と
の
関
係
性
な
ど
の
情
報
収
集
を
行

い
、
関
係
各
課
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
一
丸
と
な
っ
て
市
内
外
に
向
け
た

情
報
発
信
、Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

　
観
光
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
県
や

福
井
市
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
訪

れ
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
気
運
の

醸
成
を
協
働
で
取
り
組
み
、
称
念
寺
や

周
辺
観
光
地
へ
の
誘
客
促
進
を
図
り
た

い
。

　
称
念
寺
境
内
に
ト
イ
レ
設
置
の
計
画

は
あ
る
が
、
そ
れ
と
付
随
し
た
寺
子
屋

（
資
料
館
）
を
つ
く
っ
て
は
。

　
敷
地
自
体
が
遺
跡
の
一
部
と
な
っ
て

お
り
、
困
難
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
の
校
外
学
習
に
称
念
寺
を

入
れ
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
。

　
校
外
学
習
で
は
、
協
力
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
社
会
科
の
副
読
本
「
わ
た
し

た
ち
の
坂
井
市
」
に
掲
載
し
た
い
。

　
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
、
プ
ラ
ご
み
と
温
暖
化
問
題
の
啓

蒙
、
教
育
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
。

　
市
の
広
報
紙
に
ご
み
減
量
の
確
認
リ

ス
ト
を
掲
載
し
て
、
役
立
て
て
い
く
。

　「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
プ
ラ
ご
み

の
削
減
方
法
を
掲
載
す
る
な
ど
検
討
す

る
。

　
国
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
は
避
難
準
備
、

避
難
勧
告
、
避
難
命
令
の
基
準
を
設
け

て
い
る
が
、
本
市
で
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

　
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

洪
水
、
河
川
の
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
ど
の
機
関
で
判
断
す
る
の
か
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
は
住
民
が
と
る
べ
き
行

動
を
直
感
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
避
難

情
報
と
あ
わ
せ
て
発
表
す
る
も
の
で
、

避
難
情
報
の
発
令
基
準
は
「
避
難
所
勧

告
等
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
て
い
る
。

　
避
難
情
報
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
か
ら
示
さ
れ
る
降
水
量
や
河
川
の

水
位
、
土
砂
災
害
情
報
、
今
後
の
気
象

変
化
な
ど
の
気
象
情
報
、
ま
た
消
防
な

ど
の
現
場
情
報
も
含
め
て
市
が
総
合
的

に
判
断
す
る
。

　
今
あ
る
公
園
を
も
っ
と
人
が
集
ま
る

よ
う
に
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
場
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
の
場
所
づ
く
り
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

集
ま
る
憩
い
の
場
で
あ
る
た
め
利
用
者

に
危
険
や
迷
惑
が
か
か
る
利
用
は
禁
止

し
て
い
る
。

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
施
設
を
整
備
す
る
に

は
、
安
全
性
と
快
適
性
を
確
保
し
、
飼

い
主
と
利
用
者
と
を
す
み
分
け
す
る
必

要
性
が
あ
る
。

　
近
隣
住
民
に
騒
音
や
悪
臭
な
ど
が
問

題
で
あ
る
。

畑野麻美子

近藤　哲行▲ スケートボード練習場（福井市）

▲ 丸岡町長崎にある「称念寺」

こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
は

私
た
ち
に
で
き
る
使
い
捨
て

プ
ラ
ご
み
削
減
生
活
の
推
進
を

２
０
２
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
主
人
公
・
明
智
光
秀

と
関
係
の
深
い
、
称
念
寺
の
情
報

発
信
、
Ｐ
Ｒ
を

今
あ
る
公
園
を
も
っ
と
有
効
に
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レ
ジ
袋
有
料
化
の
考
え
は
。

　
第
二
次
坂
井
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
策
定
に
お
い
て
引
き
続
き
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
プ
ラ
ご
み
を
含
む
ご
み
排
出
量

全
体
の
削
減
を
目
指
し
て
い
く
。

　
県
産
六
条
大
麦
の
茎
を
使
っ
た
ス
ト

ロ
ー
を
製
作
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
。

　
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
補
助
す
る
考
え
は
。

　
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
紙
な
ど
へ
の
代
替
を
推
進
す
る
た

め
、
事
業
化
へ
向
け
て
実
証
を
行
う
も

の
に
対
し
て
補
助
す
る
事
業
が
あ
る
。

　
要
件
に
合
致
す
れ
ば
令
和
２
年
度
以

降
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

　
不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策
は
。

　
平
成
28
年
度
７
件
、
平
成
29
年
度
21

件
、
平
成
30
年
度
21
件
と
な
っ
て
い

る
。

　
対
策
は
市
、
県
で
年
４
回
の
合
同
パ

ト
ロ
ー
ル
、
環
境
保
全
団
体
が
年
４
回

計
８
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
３
月
に
市
内
４
郵

便
局
、
Ｊ
Ａ
花
咲
ふ
く
い
、
Ｊ
Ａ
は
る

え
と
不
法
投
棄
監
視
協
定
を
結
び
早
期

発
見
、
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

　
第
二
次
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

 

※

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
支
援
の
取
り
組

み
は
。

　
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
食

品
ロ
ス
削
減
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の

支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

永井　純一

田中千賀子
▲ 三国サンセットビーチに打ち上げられた
　 海洋プラスチックごみ

　
議
会
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
実
行
可
能

な
施
策
の
結
論
を
早
急
に
出
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
高
齢
者
な
ど
の
交
通
対
策
は
重
要
で

あ
り
、
生
活
、
外
出
支
援
に
対
す
る
施

策
の
充
実
は
急
務
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
ま
で
の
２
カ
年
で
坂
井

市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

し
、
次
の
10
年
の
公
共
交
通
施
策
の
指

針
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
策
定
中
の
第
二
次
坂
井
市
総

合
計
画
に
お
い
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
的
確
に
と

ら
え
、
議
会
と
と
も
に
実
行
可
能
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
食
品
ロ
ス

削
減
推
進
法
が
成
立
し
た
。

　
国
民
運
動
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る

内
容
で
あ
る
。

　
市
の
見
解
と
推
進
計
画
作
成
の
取
り

組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
国
際
的
に
も

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
資
源
の
節
約
や
環

境
負
荷
軽
減
の
観
点
か
ら
、
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
今
後
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
国
産
液
体
ミ
ル
ク
を
災
害
備
蓄
品
に

導
入
す
べ
き
で
は
。

　
液
体
ミ
ル
ク
は
水
も
不
要
で
あ
り
、

温
め
る
必
要
も
な
く
常
温
で
乳
児
が
飲

め
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
実
用
的
で

大
変
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
は

▲ 地域公共交通会議の様子

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
生
活
、

外
出
支
援
策
の
早
急
な
実
施
を

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
対
す
る

市
の
支
援
は

※フードバンク：まだ食べられるにもかかわらず廃棄されてしまう食品を、企業から寄付を受けて生活困窮者などに配る活動。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

■問■答■問■答■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答

■問■答

11 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



　
イ
ク
ボ
ス
宣
言
後
の
取
り
組
み
と
波

及
効
果
は
。

　
平
成
29
年
に
県
内
初
の
イ
ク
ボ
ス
宣

言
を
37
事
業
所
と
行
い
、
現
在
は
57
事

業
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
月
19
日
は
イ
ク
ボ
ス
の
日
と
定

め
、
課
長
級
以
上
の
職
員
が
行
動
宣
言

を
実
行
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
管
理
職
の
意
識
の
変

化
、
男
性
職
員
の
育
児
参
加
意
識
の
向

上
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
も
子
育
て
や
介
護
な
ど
を
し
な

が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
環
境
整

備
、
意
識
改
革
と
理
解
の
促
進
に
努
め

る
。

　
本
市
は
全
国
ト
ッ
プ
の
共
働
き
率
で

あ
る
が
女
性
管
理
職
率
は
。

　
本
市
役
所
の
参
事
級
以
上
の
女
性
管

理
職
は
49
人
で
35
・
５
％
、
課
長
級
は

11
人
で
15
・
９
％
で
あ
る
。

　
今
後
も
女
性
管
理
職
の
登
用
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
市
内
の
事
業
所
の
女

性
管
理
職
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い

く
。

　
働
く
女
性
の
育
児
支
援
、
ゆ
と
り
創

出
は
。

　
働
き
な
が
ら
で
も
子
育
て
が
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
女
性
活
躍
推
進
事
業
や

男
女
共
同
参
画
事
業
を
通
じ
意
識
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

　
本
市
の
女
性
活
躍
の
ひ
と
つ
と
し
て

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
福
井
丸
岡

R
U
C
K
」
が
あ
る
が
、
今
後
の
支

援
は
。

　
地
元
チ
ー
ム
と
し
て
積
極
的
に
応
援

し
盛
り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
を

応
援
し
、
女
性
活
躍
の
機
運
を
高
め
て

い
く
。

　
内
閣
府
が
発
表
し
た
４
月
の
景
気
動

向
指
数
の
基
調
判
断
は
２
カ
月
連
続
で

悪
化
と
な
っ
た
。

　「
判
断
」
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　
こ
ど
も
医
療
費
が
中
学
校
卒
業
ま
で

無
料
だ
が
、
国
、
県
、
市
が
同
様
に
負

担
す
る
な
ら
、
市
の
負
担
の
軽
減
額
は

い
く
ら
か
。

　
現
段
階
で
は
判
断
が
難
し
い
。

　
今
後
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
見
極
め

た
い
。

　
平
成
30
年
度
実
績
で
算
定
す
る
と
、

７
７
６
０
万
円
で
あ
る
。

　
高
齢
の
単
身
者
が
、
空
き
家
な
ど
を

利
用
し
、
共
同
生
活
を
行
う
場
合
に
、

行
政
の
支
援
は
。

　
将
来
を
考
え
研
究
課
題
と
し
て
進
め

る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
料
を
、

75
歳
以
上
、
70
歳
以
上
の
低
所
得
者
を

無
料
に
す
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度
を
。

　
導
入
を
含
め
、
利
用
増
加
策
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

　
大
学
病
院
に
朝
通
院
で
き
る
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
改
善
を
。

　
坂
井
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

を
策
定
す
る
中
で
、
検
討
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
黒
字
分
を
、
税

の
軽
減
や
子
ど
も
の
均
等
割
り
の
免
除

に
充
て
ら
れ
な
い
か
。

　
均
等
割
の
軽
減
は
考
え
て
い
な
い
。

三宅小百合

松本　　朗▲ 福井大学病院（HPより引用）

▲ 女性が輝く福井丸岡RUCK

市
長
の
経
済
認
識
と
支
援
策

女
性
が
輝
く
坂
井
市
の
取
り
組
み
は

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
具
体
策
は

■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答

■問■答■問■答

12一般質問一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



戸板　　進

　
市
で
は
、
行
政
区
、
N
P
O
、
団
体

な
ど
、
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
を

行
っ
て
い
る
実
績
は
あ
る
の
か
。

　
近
隣
の
人
が
ご
み
出
し
の
手
助
け
を

行
っ
て
い
る
事
例
は
聞
く
が
、
件
数
や

詳
細
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
（
総

合
事
業
）
で
ご
み
出
し
支
援
事
業
を
始

め
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
65
歳
以
上
の
要
支
援
１
・
２
の
認
定

者
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者
の
中

か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
定

し
た
人
に
支
援
を
行
う
。

　
本
市
の
場
合
令
和
元
年
５
月
か
ら
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
の
形
で

実
施
を
始
め
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
に
、
自
己

負
担
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
１

時
間
単
位
、
１
５
０
０
円
で
契
約
し
、

利
用
者
負
担
は
１
５
０
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
い
く
つ
か
の
集
落
で
行
っ
て
い
る
丸

岡
地
区
の
拠
点
式
資
源
回
収
に
つ
い

て
、
高
齢
者
の
資
源
ご
み
出
し
が
困
難

で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
策
は
。

　
令
和
元
年
度
、
第
二
次
坂
井
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
作
成
す
る
の

で
、
廃
棄
物
減
量
推
進
審
議
会
の
中
で
、

地
域
の
実
情
や
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

協
議
を
行
い
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

　
丸
岡
地
区
の
拠
点
式
資
源
回
収
を
集

落
毎
に
実
施
で
き
な
い
か
。

　
区
長
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
、

高
齢
者
に
優
し
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援

▲ 介護予防・日常生活支援総合事業

定 例 会 審 議 結 果
★６月定例会に提出された議案と議決結果 ○…賛成　 ×…反対　 □…棄権　 △…欠席　 －…議長のため原則採決に参加できない

議案番号 件　　　　　名
議
決
結
果

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

陳情第１号

発議第１号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

山
田
　
秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤
　
哲
行

後
藤
　
寿
和

川
端
　
精
治

渡
辺
　
竜
彦

前
川
　
　
徹

南
川
　
直
人

上
坂
　
健
司

戸
板
　
　
進

吉
川
　
貞
明

古
屋
　
信
二

田
中
　
哲
治

佐
藤
　
寛
治

松
本
　
　
朗

東
野
　
栄
治

伊
藤
　
聖
一

辻
　
　
人
志

川
畑
　
孝
治

前
田
　
嘉
彦

橋
本
　
充
雄

永
井
　
純
一

畑
野
麻
美
子

山
田
　
　
栄

広
瀬
　
潤
一

可決

可決

可決

可決

可決

採択

可決

議席

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

田
中
千
賀
子

令和元年度坂井市一般会計補正予算
（第２号）

坂井市森林環境譲与税基金条例の制定に
ついて

坂井市税条例等の一部を改正する条例に
ついて

春江小学校校舎大規模改造工事（建築）
請負契約の締結について

丸岡バスターミナル周辺整備事業賑わい
交流施設建築工事請負契約の締結について

食料・農業・地域政策確立に向けた要請

食料・農業・地域政策確立に関する意見
書の提出について

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

13 一般質問・定例会審議結果

市議会だより市議会だより
坂井坂井

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、QRコードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。



☆政務活動費とは…
・議員の調査研究その他の活動に資するため必要な費用の一部として、議会における会派（所属議員が1人の場合
も含む）に対して交付されるもので、会派の所属議員数に月額50,000円をかけた金額が交付されます。
・収支内容は、毎年度議長に報告し、残額がある場合は市に返還することになっています。
・年度の途中に会派の解散、所属人数に変更があった場合は、交付額が調整されます。

会派名 合　　計新政会
１名 20名

（単位：円）

科　目
政務活動費
預金利子

≪平成30年４月≫

調査研究費
研修費
広報費
広聴費
要望・陳情活動費
会議費
資料作成費
資料購入費
人件費
事務所費
事務費
その他の経費

政務活動費
預金利子

収入

支出

返還額

残　　　額

合　　計

合　　計

志政会
12名
600,000

0
600,000

0
0
0
0
0
0

28,947
1,680
6,510

0
0
0

37,137
562,863
562,863

0

300,000
0

300,000
0
0
0
0
0
0

12,219
0
0
0
0
0

12,219
287,781
287,781

0

100,000
0

100,000
0
0
0
0
0
0

2,725
0
0
0
0
0

2,725
97,275
97,275

0

0
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
2

1,000,000
2

1,000,002
0
0
0
0
0
0

43,891
1,680
6,510

0
0
0

52,081
947,921
947,919

2

日本共産党議員団
２名

政和会
６名

平成30年度　政務活動費の会派収支について報告します

会派名 合　　計政立会
１名 26名

（単位：円）

科　目
政務活動費
預金利子

≪平成30年5月～平成31年３月≫

調査研究費
研修費
広報費
広聴費
要望・陳情活動費
会議費
資料作成費
資料購入費
人件費
事務所費
事務費
その他の経費

政務活動費
預金利子

収入

支出

返還額

残　　　額

合　　計

合　　計

政友会
４名

志政会
12名

6,600,000
13

6,600,013
1,187,199
939,578
816,220

0
0
0

570,839
274,852
133,455

0
0
0

3,922,143
2,677,870
2,677,857

13

3,300,000
11

3,300,011
1,408,999

0
479,482

0
0
0

283,150
6,960

0
0
0
0

2,178,591
1,121,420
1,121,409

11

2,200,000
5

2,200,005
1,636,490
112,835

0
0
0
0

65,014
5,000

0
0
0
0

1,819,339
380,666
380,661

5

1,100,000
4

1,100,004
0

62,780
0
0

49,060
0

49,794
33,748

0
0
0
0

195,382
904,622
904,618

4

550,000
0

550,000
0

45,470
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

45,470
504,530
504,530

0

550,000
1

550,001
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

550,001
550,000

1

14,300,000
34

14,300,034
4,232,688
1,160,663
1,295,702

0
49,060

0
968,797
320,560
133,455

0
0
0

8,160,925
6,139,109
6,139,075

34

日本共産党議員団
２名

公明党
１名

政和会
６名

☆政務活動費の主な使途事項☆
● 研究研修費
会派が行う市の事務、地方行財政などに関する
調査研究（視察を含む）および調査委託に要する
経費

● 研修費
①会派が研修会、講演会などを開催（共同開催を
含む）するために要する経費
②団体などが開催する研修会（視察を含む）、講
演会などへの参加に要する経費

● 広報費
会派が行う活動、市政について住民に報告する
ために要する経費

● 広聴費
会派が行う住民からの市政および会派の活動に
対する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に
要する経費

● 要望・陳情活動費
会派が要請、陳情活動を行うために必要な経費

● 会議費
会派が行う各種会議、団体などが開催する意見
交換会など各種会議への会派としての参加に要
する経費 

● 資料作成費
会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

● 資料購入費
会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入
に要する経費 

● 人件費
会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

14政務活動費収支報告



・
防
災
無
線
が
家
の
中
で
は
聞
こ
え
な

い
。
以
前
は
各
家
庭
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
。
対
策
を
考
え
て
ほ

し
い
。

・
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
は
良
い
の
だ
が
、

街
灯
の
光
が
稲
の
成
長
に
悪
影
響
を
も

た
ら
す
。
街
灯
の
色
を
オ
レ
ン
ジ
色

（
黄
色
）
に
す
る
と
被
害
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

・
将
来
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
場
合
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
頼
り
に
な
る
。

一
層
利
便
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し

い
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
も
検
討
す

べ
き
。

・
よ
り
一
層
の
鳥
獣
害
対
策
を
お
願
い
し

た
い
。

・
子
育
て
し
や
す
い
坂
井
市
を
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
。

・
後
継
者
問
題
が
重
要
。
集
落
の
半
分
近

く
が
後
継
ぎ
が
い
な
い
状
況
。
集
落
が

消
滅
し
て
し
ま
う
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
必
要
だ
が
、
暗

い
所
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。
学
校
の
周

り
を
中
心
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
青
色
灯
に
し
て

ほ
し
い
。

・
観
光
地
に
洋
式
ト
イ
レ
を
。
ト
イ
レ
が

清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
か
議
員
で
調
査

し
て
声
を
届
け
て
欲
し
い
。

・
坂
井
市
は
県
内
２
番
目
の
市
で
あ
り
な

が
ら
、
Ｊ
Ｒ
春
江
駅
、
Ｊ
Ｒ
丸
岡
駅
と

も
貧
弱
で
あ
る
。
東
西
線
も
早
く
整
備

を
し
て
ほ
し
い
。

・
人
口
増
加
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
も
っ

と
大
胆
な
政
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

・
防
犯
隊
に
所
属
し
て
い
る
が
、
現
在
は

高
齢
化
が
進
み
、
隊
員
も
減
少
し
て
い

る
。
隊
員
を
各
集
落
に
配
置
で
き
な
い

か
。
地
区
の
防
犯
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
収
入
が
少
な
く

支
出
が
多
い
。
市
民
の
移
動
は
旧
町
毎

が
よ
い
の
で
は
。

　
６
月
４
日
に
鳴
鹿
、
の
う
ね
の
郷
、
兵
庫
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

５
日
に
三
国
東
部
、
春
江
東
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
雄
島
小
学
校
に
お
い

て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
政
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。市

政
に
つ
い
て
の
ご
意
見

第
23
回
議
会
報
告
会 

６
月
４
日
・
5
日

▲ のうねの郷コミュニティセンターでの様子▲ 三国東部コミュニティセンターでの様子 ▲ 春江東コミュニティセンターでの様子

・
充
分
に
議
論
で
き
ま
し
た
。

・
せ
っ
か
く
の
報
告
会
な
の
に
参
加
者

が
少
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。
も
っ

と
周
知
に
取
り
組
ん
で
、
よ
り
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

・
議
員
さ
ん
が
部
局
に
関
す
る
事
柄
に

つ
い
て
も
っ
と
も
っ
と
研
鑽
さ
れ
、

知
識
を
持
っ
て
対
応
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
た
い
。

・
初
め
て
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
丁
寧

に
対
応
い
た
だ
き
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
う
。

　議会報告委員会におい
て整理し、回答が必要な
場合は、関係課に確認の
上、回答をしています。
　また、いただきました
ご意見を取りまとめ、市
長に報告をしたり、一般
質問や常任委員会などで
取り上げたりするなど、
みなさまの声を市政に届
けています。

アンケートから見る議会報告会への意見・感想みなさんからお聞きした
　要望やご意見は…

Q.本日の議会報告会はどうでしたか。

評価する

どちらとも
言えない

評価しない

無記入

82％
14％

2％ 2％

15 議会報告会

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
の
は
、

二
十
四
節
気
の
処
暑
と
呼
ば
れ
る

時
期
で
す
。

　

暦
便
覧
で
は「
陽
気
と
ど
ま
り

て
、
初
め
て
退
き
や
ま
ん
と
す
れ

ば
也
」
と
、
暑
さ
が
峠
を
越
え
て

後
退
し
始
め
る
こ
ろ
と
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
処
暑
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
９
月
に
な
り
ま
す
と
、

県
指
定
の
表
児
の
米
や
長
畝
日
向

神
楽
、
市
指
定
の
海
女
唄
と
い
っ

た
本
市
に
伝
わ
る
無
形
民
俗
文
化

財
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま

す
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
今

一
度
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
ご
確

認
を
い
た
だ
き
安
全
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

（
三
宅
）

編 

集 

後 

記

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

Top i c s

★９月定例会会期日程（予定）
９月 ６ 日（金） 10時～ 本会議（行政報告・議案説明など） 

９月17日（火）
　　18日（水） 

10時～ 本会議（一般質問） 

　　19日（木） 10時～ 産業建設常任委員会  

９月20日（金） 10時～ 教育民生常任委員会

　　24日（火） 10時～ 総務常任委員会

　　30日（月） 10時～ 本会議（委員長報告・採決など）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

　市では第二次総合計画を策定します。計画期間は令和２年度～１１年度の１０年間。市の政策の根幹で
ある現在の総合計画を総括し、議論します。これからの10年間、坂井市の将来像を想定し、将来を見据
えた計画にしなければなりません。議会としても、市民の意見を反映したものにしたいと考えています。

第二次坂井市総合計画の議論がスタート！

市　　　民

＜第二次総合計画策定の流れ＞

アンケート
ワークショップ
パブリックコメント

意見交換

市　長

〔庁内策定本部〕

議　会

全員協議会
各委員会

総合計画　
　　審議会

総合戦略　
　推進会議

議案提出

提　案
（総合戦略）

議　決
（基本構想・基本計画）

答　申

諮　問

基本構想（案）
基本計画（案）
総合戦略（案）

期　限

平成30年10月～
　　　　　　　令和2年3月

〒
919-0592  福

井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1号
1番
地

TEL 0776 -50 -3001（
直
通
）
 FAX 0776 -66 -2928 

URL http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/  E-m
ail gikai@

city.fukui-sakai.lg.jp
坂
井
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編
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坂
井
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広
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